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今後とも底堅いリターンが期待できる米国短期ハイ・イールド債券

2022年8月26日

当ファンドの主要投資対象である「アリアンツ・グローバル・インベスターズ・トラスト・アリアンツ・ショート・デュレーショ

ン・ハイ・イールド・ファンド円建てシェア・クラス(ヘッジなし)」の運用会社である「ヴォヤ・インベストメント・マネジメント

Co.LLC」のコメントをもとに、米国短期ハイ・イールド債券(以下短期HY)の中期見通しをお伝えします。

米連邦準備制度理事会(FRB)が利上げを続け、米国経済が景気後退に向かう懸念はくすぶりますが、短期

HYは株式に比べて底堅い動きが見込まれ、当ファンドは中期的に安定したリターンをあげることができるものと考えて

います。

＜本資料に関してご留意いただきたい事項＞
■本資料は情報提供を目的として岡三アセットマネジメント株式会社が作成したものであり、ファンドの投資勧誘を目的として作成したものではありません。■本資料
に掲載されている市況見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来予告なしに変更される場合があります。また、将来の運用成果を保証するもので
もありません。■本資料は、当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■投資信託の取得の
申込みに当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお願い
します。

米国短期ハイ・イールド債券オープン
追加型投信／海外／債券

「ソフト」な景気後退 図表1 短期HYの推移

(図表1-2の出所) Bloombergのデータを基に岡三アセットマネジメント作成

米国の短期HY市場は、2022年1月以降、高イン

フレやFRBの利上げが景気後退を招くとの不安を背

景に調整局面を迎えました。しかし、6月以降は一

転して堅調な相場展開となっています(図表1)。

堅調な相場の背景は、インフレにピークアウトの兆

しが見えはじめ、FRBの利上げスピードが鈍化し、

景気後退の可能性が低下するとの見通しが高まった

ことです。

市場の見方に反して今後インフレが長期化しFRB

が急激な利上げを続ければ、景気後退の可能性は高

まるものの、底堅い労働市場と家計消費を背景に、

今回は相対的に「ソフト」な景気後退にとどまると

予想しています。

FRBの利上げ継続や景気後退への懸念が払しょく

された訳ではなく、短期HYの対国債スプレッド(上

乗せ金利)は、当面は不安定に推移するものの、ソ

フトな景気後退であれば、リーマンショックやコロ

ナ禍時のように突然スプレッドが急拡大するのでは

なく、ITバブル前の1999～2000年のように、徐々

にスプレッドが拡大する可能性が高いと考えていま

す(図表2)。

また、足元で底打ちしたデフォルト(債務不履行)

率もしばらく上昇が続く可能性はありますが、ソフ

トな景気後退局面では強固な金融システムが維持さ

れ、上昇したとしても長期平均の4%を上回る可能

性は低いと予想します(図表3)。

過去の景気後退局面を振り返る

図表3 ハイ・イールド債券のデフォルト率(金額ベース)

図表2 短期HYの対国債スプレッド(上乗せ金利)

(出所)アリアンツ・グローバル・インベスターズのデータを基に岡三アセットマネジメント作成

(期間：2021年1月4日～2022年8月22日、日次)

(期間：1997年1月～2022年7月、月次)

(期間：1997年1月～2022年7月、月次)
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米国短期ハイ・イールド債券オープン
追加型投信／海外／債券

今後の見通し

＜本資料に関してご留意いただきたい事項＞
■本資料は情報提供を目的として岡三アセットマネジメント株式会社が作成したものであり、ファンドの投資勧誘を目的として作成したものではありません。■本資料
に掲載されている市況見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来予告なしに変更される場合があります。また、将来の運用成果を保証するもので
もありません。■本資料は、当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■投資信託の取得の
申込みに当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお願い
します。

（作成：運用本部）

図表4 短期HYと米国株式の推移

運用状況 （作成基準日：2022年7月29日）

設定来の基準価額の推移
（期間：2013/9/17～2022/7/29、日次）

2020/3/25 180 円

2020/9/25 180 円

2021/3/25 180 円

2021/9/27 180 円

2022/3/25 180 円

設定来合計 3,060 円

最近5期の分配金（税引前）の推移

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。
※分配金再投資基準価額は、分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

(年/月)

(出所)Bloombergのデータを基に岡三アセットマネジメント作成

このような環境下での企業業績については、需要

の減速、ドル高、消費者行動の変容、仕入価格の上

昇によるマージンの悪化や在庫増加による収益圧迫

など、いくつもの不安材料が懸念されるものの、現

在相対的に米国企業は高い価格決定力を保持してお

り、これらの悪影響を相殺する企業も多いとみてい

ます。

また、過去の実績を見ても、株式と異なり短期HY

では高い利回りが下支えとなることから、ハードな

景気後退局面でも中期的に底堅く推移しています(図

表4)。

FRBが利上げを続け景気後退に向かったとしても、

当ファンドが投資対象とする企業の多くは事業で生

み出されるキャッシュフローで債務を返済すること

が可能とみており、また、償還までの期間が短い短

期ハイ･イールド債券に投資していること、スプレッ

ドが一定程度拡大しても、近い将来に繰上償還の可

能性もあることなどは、当ファンドのパフォーマン

スを安定させる要因になると考えています。

今後も、クレジット(信用)リスクやデュレーショ

ン(金利変動)リスクを抑え、慎重なスタンスで運用

を行います。

※分配金は1万口当たり、税引前です。
運用状況等によっては分配金額が変
わる場合、或いは分配金が支払われ
ない場合があります。

(期間：1997年1月～2022年7月、月次)

短期HY：ICE BofA 米国1-3年 BB ハイイールド指数 (当ファンドの参考指数)
株式：S&P500配当込み指数

 基準価額 11,858 円

 純資産総額 228.4 億円

短期HY 株式

リターン 5.66% 8.72%

リスク 5.47% 15.52%

リターン/リスク 1.04 0.56

リターン・リスクは年率

直近高値からの最大下落率 -19.1% -50.9%
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【岡三アセットマネジメントについて】
商号：岡三アセットマネジメント株式会社
岡三アセットマネジメント株式会社は、金融商品取引業者として投資運用業、投資助言・代理業および第二種金融商品取引業を
営んでいます。登録番号は、関東財務局長（金商）第370号で、一般社団法人投資信託協会および一般社団法人日本投資
顧問業協会に加入しています。

米国短期ハイ・イールド債券オープン
追加型投信／海外／債券

【投資リスク】
 投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがありま

す。投資信託は預貯金と異なります。投資信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者の皆様に帰属します。ファンドは、
米国のハイ・イールド債券等値動きのある有価証券等に投資しますので、組入れた有価証券等の価格の下落等の影響により、
基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、外貨建資産に投資しますので、為替相場の変動により損失を被る
ことがあります。

 ファンドの主な基準価額の変動要因としては、「信用リスク」、「為替変動リスク」、「金利変動リスク」、「流動性リスク」があります。
その他の変動要因としては「カントリーリスク」があります。

※基準価額の変動要因は上記のリスクに限定されるものではありません。

【その他の留意点】
 ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。
 投資信託は預金商品や保険商品ではなく、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機

関が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。
 ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急

変した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られ
てしまうリスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金申込の受付が中止となる可能性、換金
代金の支払が遅延する可能性があります。

 分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準
価額は下がります。分配金は、計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合があるため、分配金の水準は、必ずしも計
算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。また、投資者の購入価額によっては、分配金の一部または全部が、
実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がり
が小さかった場合も同様です。

 投資対象とする投資信託証券にかかる購入・換金申込みの受付の中止および取消、取引所における取引の停止、外国為替
取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金申込みの受付を中止することや、すでに受付
けた購入・換金申込みの受付を取消すことがあります。

●詳しくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご参照ください。

【お客様にご負担いただく費用】
＜お客様が直接的に負担する費用＞
 購入時

購入時手数料 ：購入金額（購入価額×購入口数）×上限3.85％ (税抜3.5％)
詳しくは販売会社にご確認ください。

 換金時
換 金 手 数 料 ：ありません。
信託財産留保額：1口につき、換金申込受付日の翌営業日の基準価額×0.2％

＜お客様が信託財産で間接的に負担する費用＞
 保有期間中

運用管理費用（信託報酬）
：純資産総額×年率1.353％（税抜1.23％）

運用管理費用（信託報酬）の実質的な負担
：純資産総額×年率1.873％程度

実質的な負担とは、ファンドが投資対象とする投資信託証券の運用管理費用を含めた報酬です。なお、実質的な運用管理
費用（信託報酬）は目安であり、投資信託証券の実際の組入比率により変動します。

 その他費用・手数料
監査費用 ：純資産総額×年率0.0132％ (税抜0.012％）

 有価証券等の売買に係る売買委託手数料、投資信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等を投資信託財
産でご負担いただきます。また、投資対象とする投資信託証券に係る前記の費用等、海外における資産の保管等に要する費用
等を間接的にご負担いただきます。（監査費用を除くその他費用・手数料は、運用状況等により変動するため、事前に料率・上
限額等を示すことはできません。）

●お客様にご負担いただく費用につきましては、運用状況等により変動する費用があることから、事前に合計金額もしくはその上限額
またはこれらの計算方法を示すことはできません。

●詳しくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続･手数料等」をご参照ください。

米国短期ハイ・イールド債券オープン に関する留意事項
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＜本資料に関するお問合わせ先＞
フリーダイヤル 0120-048-214 （9:00～17:00 土・日・祝祭日・当社休業日を除く）
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2022年8月26日現在

販売会社

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会にも加入しております。

米国短期ハイ・イールド債券オープン
追加型投信／海外／債券

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の
交付の取扱い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行い
ます。なお、販売会社には取次証券会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品
取引業協会

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

今村証券株式会社 北陸財務局長（金商）第3号 ○

auカブコム証券株式会社 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

香川証券株式会社 四国財務局長（金商）第3号 ○

寿証券株式会社 東海財務局長（金商）第7号 ○

三縁証券株式会社 東海財務局長（金商）第22号 ○

大山日ノ丸証券株式会社 中国財務局長（金商）第5号 ○

ひろぎん証券株式会社 中国財務局長（金商）第20号 ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○ ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

愛媛証券株式会社 四国財務局長（金商）第2号 ○

三晃証券株式会社 関東財務局長（金商）第72号 ○

株式会社静岡銀行 東海財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社新生銀行(委託金融商品取引業
者：マネックス証券株式会社)

関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

（金融商品取引業者）

（登録金融機関）

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会にも加入しております。

（注） 販売会社によっては、現在、新規のお申込みを受け付けていない場合があります。


